
　
　

今
次
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
あ
た
っ
て
の
最
大
の
テ
ー
マ
は
、
①
給
付
の

重
点
化
と
効
率
化
、
②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
③
介
護
人
材
の
確

保
、
で
あ
り
、
介
護
報
酬
改
定
に
あ
た
っ
て
の
国
の
基
本
視
点
は
、
①
在
宅

中
・
重
度
者
や
認
知
症
高
齢
者
へ
の
対
応
強
化
、
②
介
護
人
材
確
保
対
策
の
強

化
、
③
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
評
価
の
適
正
化
・
規
制
緩
和
、

で
あ
っ
た
。

　

介
護
報
酬
改
定
を
中
心
に
、
制
度
改
革
の
概
要
と
問
題
点
を
考
え
る
。

　
　

　

一　

全
体
の
報
酬
水
準
は
大
幅
引
き
下
げ

　

⑴　

報
酬
総
額
は
、
▲
二
・
二
七
％
の
減
額

　

⑵　

改
善
は
、
① 

処
遇
改
善
加
算
＋
一
・
六
五
％
（
一
人
月
一
二
〇

〇
〇
円
相
当
）

　
　
　
　
　
　
　

②
認
知
症
サ
ー
ビ
ス
強
化
＋
〇
・
五
六
％

　

⑶　

減
額
は
各
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
単
価　

▲
四
・
四
八
％
（
平
均
）

二　

新
た
な
利
用
者
負
担
は

　

⑴　

合
計
所
得
一
六
〇
万
円
以
上
は
利
用
料
二
割

　

⑵　

特
養
多
床
室
は
新
た
に
居
室
料
徴
収
（
月
一
四
一
〇
〇
円
）

　

⑶　

施
設
利
用
者
へ
の
食
費
居
住
費
補
助
に
資
産
要
件
導
入

三　

 

第
六
期
保
険
料
の
見
込
み
は
、
政
令･

中
核
市
の
三
割
が
六
千
円
超

　

⑴ 　

一
号
被
保
険
者
…
…
大
阪
市
六
七
五
八
円
、
広
島
市
五
八
六
八

円
、
港
区
六
二
四
五
円

　

⑵ 　

二
号
被
保
険
者
…
…
五
二
七
三
円
→
五
一
七
七
円
（
▲
九
六
円
）

四　

報
酬
改
定
の
特
徴
点

　

⑴　

基
本
報
酬
は
軒
並
み
減
額
、
各
種
加
算
で
誘
導
と
水
準
維
持

　

⑵　

医
療
・
リ
ハ
系
の
基
本
報
酬
は
増
額

　

⑶　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
平
均
六
％
減
額

　

⑷ 　

地
域
密
着
型
（
小
規
模
多
機
能
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
）
も
大

幅
減
額

　

⑸　

予
防
通
所
介
護
は
大
幅
減
額
（
▲
二
〇
％
）

　

⑹ 　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
三
〇
日
超
の
長
期
連
続
入
所
は
減
額
、
居

室
外
（
静
養
室
等
）
で
の
緊
急
受
け
入
れ
を
容
認

　

安
倍
政
権
は
昨
年
七
月
の
集
団
的
安
全
保
障
容
認
解
釈
の
閣
議
決
定
を
法
制

化
す
べ
く
自
公
協
議
を
進
め
、
六
月
二
四
日
と
さ
れ
た
第
一
八
九
国
会
の
会
期

を
八
月
ま
で
大
幅
に
延
長
し
て
自
衛
隊
法
等
の
関
連
法
改
定
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ン
ド
ラ
ー
と
称
さ
れ
る
米
国
内
の
チ
ー
ム
（
こ

の
チ
ー
ム
は
必
ず
し
も
常
に
米
政
府
と
同
じ
意
見
と
は
限
ら
な
い
）
の
指
示
に

忠
実
に
従
う
か
、
彼
ら
の
考
え
を
忖
度
す
る
か
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　

自
衛
隊
に
関
す
る
法
律
は
総
則
的
な
自
衛
隊
法
と
、
個
別
場
面
の
対
応
を
具

体
化
し
た
付
属
法
と
の
複
雑
な
構
成
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
現
行
法
を
換

骨
奪
胎
し
て
、
自
衛
隊
が
日
本
周
辺
と
い
う
地
域
制
約
を
は
な
れ
、
国
連
決
議

と
も
無
関
係
に
、
交
戦
に
限
り
な
く
近
い
か
た
ち
で
米
軍
の
下
働
き
を
す
る
よ

う
改
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

米
軍
に
と
っ
て
は
日
米
地
位
協
定
（
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の

相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本

　

⑺　

特
養
入
所
「
要
介
護
二
以
下
」
は
、
指
針
で
例
外
四
要
件
明
示

　
　

＊
認
知
症
、
障
害
、
被
虐
待
、
独
居
困
難

遠
の
く
処
遇
改
善
、
処
遇
改
善
加
算
を
相
殺
す
る
「
賃
下
げ
容
認
」
通
知

厚
労
省
の
「
賃
下
げ
容
認
四
要
件
」
と
は

　

① 　

経
営
悪
化
に
よ
り
一
定
期
間
に
わ
た
り
収
支
が
赤
字
、
資
金
繰
り
に
支

障
が
生
じ
る
な
ど
の
状
況
に
あ
る

　

②　

賃
金
水
準
の
引
き
下
げ
の
内
容

　

③　

経
営
及
び
賃
金
水
準
の
改
善
の
見
込
み

　

④ 　

賃
金
引
き
下
げ
に
つ
い
て
適
切
な
労
使
の
合
意
を
得
る
な
ど
の
手
続
き

が
と
ら
れ
る

何
よ
り
も
重
要
な
「
労
使
協
議
・
合
意
」
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
労
組
機
能
！

連
合
・
自
治
労
は
、
組
合
づ
く
り
と
労
使
交
渉
の
強
化
め
ざ
す

　確
か
め
よ
う
！　

ど
う
な
る
わ
が
ま
ち
の
介
護
保
険

一　

予
防
給
付
（
訪
問
・
通
所
）
の
総
合
事
業
へ
の
移
行
プ
ロ
セ
ス
は

　

⑴　

何
年
度
か
ら
移
行
す
る
の
か
？（
二
七
年
度
当
初
か
ら
も
七
八
保
険
者
）

　

⑵　

現
「
要
支
援
者
」
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
余
地
は
あ
る
の
か

　

⑶ 　

移
行
後
も
「
現
行
予
防
給
付
相
当
」
の
水
準
・
内
容
は
維
持
で
き
る
の

か
？　

①
利
用
時
間
、
回
数
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
②
利
用
者
負
担
、
③
運

営
基
準
等
の
確
認
が
必
要

二　

要
介
護
認
定
手
続
き
は
ど
う
な
る
の
か

　

⑴　

従
来
通
り
の
要
介
護
認
定
申
請
は
受
付
け
ら
れ
る
の
か

　

⑵　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
使
用
は
強
制
な
の
か

三　

サ
ー
ビ
ス
確
保
の
カ
ギ
は
市
民
参
画

　

⑴　

第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
内
容
確
認
を

　
　
　

ま
ず
知
る 

→ 

学
ぶ 

→ 

発
言
す
る 

→ 

行
動
す
る

　

⑵　

市
民
参
画
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
の
取
り
組
み
を

　

⑶　

多
様
な
方
法
に
よ
る
協
議
体
の
活
用
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

連
合
は
政
府
に
対
し
、
処
遇
改
善
加
算
の
実
施
状
況
の
早
急
な
調
査
を
要
請

し
て
お
り
、
自
治
労
は
、
「
要
支
援
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
」
、
「
介
護
労
働
者

の
処
遇
改
善
」
、
を
中
心
に
実
態
調
査
や
自
治
体
要
請
等
を
企
画
し
て
い
る
。

国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
）
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
日
米

防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
）
で
日
本
を
縛
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
事
実
上
の
不
都

合
は
な
い
。
こ
こ
に
は
日
本
国
憲
法
よ
り
安
保
条
約
を
、
条
約
よ
り
地
位
協

定
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
優
先
す
る
姿
勢
が
露
わ
に
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
安
倍
氏
は
、
先
の
侵
略
戦
争
を
「
八
紘
一
宇
の
大
東
亜
共
栄
圏
建
設
を

め
ざ
す
聖
戦
」
と
す
る
言
説
や
、
「
自
存
・
自
衛
の
戦
争
の
英
霊
と
し
て
戦
死

者
の
名
前
の
後
に＜

の
ミ
コ
ト＞

を
つ
け
て
祀
る
靖
国
神
社
」
と
同
じ
心
性
を

表
明
し
て
い
る
。
こ
の
買
弁
的
行
動
と
排
外
主
義
的
民
族
主
義
の
両
極
が
奇
妙

に
併
存
し
て
い
る
人
格
の
中
で
、
下
働
き
で
あ
れ
侵
略
で
あ
れ
「
戦
争
を
す
る
、

し
た
い
」
と
い
う
こ
と
だ
け
は
一
貫
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
今
次
の
法
改

定
は
名
称
を
見
る
限
り
で
は
既
存
法
の
一
部
手
直
し
に
も
聞
こ
え
る
が
、
内
実

は
全
く
異
な
る
法
体
系
に
切
り
替
わ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
公
退
は

憲
法
を
無
視
し
た
戦
争
法
制
を
作
ら
せ
な
い
た
め
に
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
戦
争

を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
な
ど
と
協
力
し
て
力
を
尽
く
す
。
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二
〇
一
五
年
三
月
に
政
府
広
報
が
各
世
帯
に
届
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一

五
年
一
〇
月
に
、
個
人
に
は
一
二
桁
、
法
人
に
は
一
三
桁
の
番
号
＝
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
通
知
さ
れ
る
。
番
号
通
知
の
後
、
一
六
年
一
月
か
ら
社
会
保
障
・
税
・

災
害
対
策
手
続
き
に
番
号
利
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
申
請
し
た
市
民
に
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
始
め
る
。
こ
の
後
、
一
七
年
一
月
か
ら
国
の
行
政
機

関
の
間
で
情
報
連
携
を
開
始
、
一
七
年
七
月
か
ら
は
自
治
体
を
含
め
た
情
報
連

携
を
開
始
す
る
と
し
て
い
る
。

　

　

　

番
号
は
道
具
で
あ
り
、
そ
の
使
い
方
次
第
で
公
正
な
社
会
づ
く
り
の
道
具
に

も
市
民
を
傷
つ
け
る
凶
器
に
も
な
る
が
、
一
旦
作
ら
れ
た
番
号
は
常
に
機
能
を

肥
大
さ
せ
て
権
利
侵
害
に
向
か
う
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
。
か
つ
て
民
主
党
政

権
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
検
討
し
た
際
は
、
納
税
者
権
利
憲
章
を
め
ざ
す
と
と

も
に
番
号
は
「
給
付
付
き
税
額
控
除
」
を
円
滑
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
道
具
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
安
倍
政
権
の
も
と
で
は
給
付
付
き
税
額
控
除
と
納
税
者

権
利
憲
章
は
否
定
さ
れ
、
多
く
の
危
惧
の
中
で
番
号
だ
け
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

政
府
広
報
は
、
「
書
類
の
添
付
が
減
る
な
ど
利
便
性
向
上
」
「
行
政
手
続
き
が

早
く
な
る
な
ど
効
率
化
」
「
公
正
公
平
な
課
税
・
社
会
保
障
給
付
」
な
ど
市
民

の
利
益
を
説
明
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
取
る
に
足
り
な
い
し
他
の
方
策
で
解

決
が
可
能
な
も
の
で
し
か
な
い
。
現
政
権
の
も
と
で
膨
大
な
コ
ス
ト
を
か
け
て

構
築
す
る
番
号
シ
ス
テ
ム
の
本
質
は
、
所
得
・
資
産
把
握
の
名
寄
せ
に
よ
る
徴

税
強
化
、
社
会
保
障
個
人
会
計
に
よ
る
社
会
保
障
圧
縮
、
市
民
の
監
視
・
管
理

を
め
ざ
す
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

社
会
保
障
個
人
会
計
は
小
泉
政
権
時
代
の
二
〇
〇
一
年
、
経
済
財
政
諮
問
会

議
で
社
会
保
障
番
号
構
想
と
と
も
に
浮
上
し
た
。
助
け
合
い
の
社
会
保
障
原
理

を
否
定
し
て
個
人
単
位
で
負
担
と
給
付
を
均
衡
さ
せ
る
も
の
で
、
地
公
退
は
一

貫
し
て
反
対
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
定
秘
密
保
護
法
や
戦
争
法
制
に
付
随
し
て
政
治
警
察
が
強
化
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
こ
の
番
号
で
一
元
化
さ
れ
た
個
人
情
報
に
よ
る
市
民
の
監
視
・
管

理
は
公
開
さ
れ
る
こ
と
な
く
深
化
す
る
こ
と
を
警
戒
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

　

　

政
府
は
、
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
住
民
基
本
台
帳
番
号
や
基
礎
年
金
番
号
な
ど

既
存
の
番
号
と
は
統
合
し
な
い
の
で
一
元
的
な
番
号
管
理
で
は
な
い
」
と
説
明

し
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
基
礎
年
金
番
号
も
紐
つ
け

と
呼
ば
れ
る
操
作
で
住
民
票
コ
ー
ド
と
結
び
つ
け
る
の
で
、
事
実
上
一
元
管
理

に
な
る
。

　

二
〇
〇
二
年
に
住
基
ネ
ッ
ト
が
発
足
し
た
当
時
は
、
民
間
利
用
し
な
い
、
厳

格
に
制
限
列
記
し
た
利
用
範
囲
に
と
ど
め
る
な
ど
反
撥
を
和
ら
げ
る
措
置
が
と

ら
れ
た
が
、
今
次
の
紐
つ
け
に
よ
り
事
実
上
利
用
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
派
遣
法
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
法
制
が
、
入
り
口
で
は
高
い
ハ
ー
ド

ル
に
見
せ
か
け
て
時
間
と
と
も
に
ハ
ー
ド
ル
を
な
し
崩
し
に
し
つ
つ
あ
る
の
と

同
様
、
市
民
を
番
号
に
よ
り
管
理
す
る
こ
と
に
も
同
じ
手
口
が
と
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

　

　

二
〇
一
三
年
五
月
の
法
制
定
時
は
利
用
で
き
る
事
務
・
主
体
を
限
定
し
て
番

号
へ
の
抵
抗
を
逸
ら
し
て
い
た
が
、
安
倍
政
権
の
真
意
は
利
用
範
囲
の
拡
大

だ
っ
た
。
法
制
定
直
後
か
ら
「
戸
籍
事
務
」
「
預
貯
金
付
番
」
「
医
療
・
介
護
・

健
康
情
報
の
管
理
連
携
事
務
」
な
ど
へ
の
拡
大
が
検
討
さ
れ
て
き
た
と
伝
え
ら

れ
る
。
こ
の
う
ち
戸
籍
は
今
後
二
～
三
年
間
継
続
検
討
と
さ
れ
た
も
よ
う
だ
が
、

ま
だ
本
格
実
施
・
個
人
へ
の
番
号
の
通
知
に
も
至
っ
て
い
な
い
段
階
で
早
く
も

「
預
貯
金
付
番
に
つ
い
て
、
金
融
機
関
が
預
金
者
か
ら
個
人
番
号
を
取
得
で
き

る
（
二
〇
一
八
年
か
ら
任
意
で
、
二
〇
二
一
年
か
ら
義
務
化
）
よ
う
に
す
る
」
、

「
保
険
者
が
特
定
健
診
情
報
を
管
理
、
市
区
町
村
が
予
防
接
種
履
歴
情
報
連
携

に
個
人
番
号
を
利
用
可
能
に
す
る
」
の
二
つ
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
国
会
に
機

能
拡
大
の
法
改
定
案
を
提
案
し
た
。
法
案
が
可
決
さ
れ
て
口
座
付
番
が
進
行
す

れ
ば
、
一
九
八
〇
年
代
の
論
争
で
潰
え
た
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
」
に
よ
る
金
融

口
座
名
寄
せ
が
姿
を
変
え
て
実
現
す
る
。
口
座
付
番
は
介
護
保
険
補
足
給
付
の

要
件
に
さ
れ
た
資
産
調
査
の
武
器
に
も
な
る
。

　

今
次
改
定
案
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
番
号
カ
ー
ド
を
医
療
保
険
の
保
険
証

に
使
う
こ
と
を
含
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
医
療
保
険
管
理
も
執
拗
に
主
張

さ
れ
て
い
る
。

　

　

　

政
府
広
報
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
以
降
顔
写
真
つ
き
の
Ｉ
Ｃ
「
個
人
カ
ー

ド
」
（
大
人
一
〇
年
こ
ど
も
五
年
有
効
）
を
申
請
に
よ
り
無
料
で
交
付
す
る
と

し
、
こ
の
カ
ー
ド
に
は
運
転
免
許
証
と
同
様
な
公
的
証
明
力
を
持
た
せ
る
と
説

明
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
政
府
は
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
普
及
を
図
っ
た
が
、
有
料

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
四
・
五
％
と
ご
く
少
数
の
発
行
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
を
教

訓
化
し
て
、
無
料
と
し
た
。
政
府
は
市
民
の
掌
握
と
将
来
の
機
能
拡
大
の
基
盤

と
し
て
す
べ
て
の
市
民
に
カ
ー
ド
を
持
た
せ
る
こ
と
を
強
要
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

　

　

　

　

個
人
番
号
制
度
で
先
行
し
て
い
る
韓
国
で
は
、
軍
事
政
権
時
代
の
一
九
六
二

年
に
住
民
登
録
法
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
改
定
を
重
ね
て
現
在
は
市
民
一

人
ず
つ
に
出
生
時
に
住
民
登
録
番
号
を
つ
け
、
一
七
歳
に
な
る
と
指
紋
押
捺
の

う
え
住
民
登
録
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
登
録
番
号
が
ハ
ッ
キ
ン
グ
や
流

出
に
よ
っ
て
大
量
に
漏
出
し
、
成
り
す
ま
し
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。
米
で
も
社
会
保
障
番
号
を
使
っ
た
同
様
の
犯
罪
多
発
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

諸
手
続
き
で
の
社
会
保
障
番
号
提
示
要
件
が
見
直
さ
れ
始
め
た
と
い
わ
れ
る
。

　

日
本
で
は
目
的
外
利
用
の
禁
止
と
民
間
利
用
の
制
限
、
違
反
者
へ
の
強
い
罰

則
に
よ
り
韓
国
・
米
国
と
同
じ
こ
と
は
起
き
な
い
と
説
明
さ
れ
る
が
保
証
は
な

い
。
む
し
ろ
、
番
号
制
度
が
定
着
し
機
能
が
拡
大
す
れ
ば
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や

侵
入
に
よ
る
持
ち
出
し
、
改
竄
、
な
り
す
ま
し
、
特
殊
詐
欺
の
危
険
性
は
急
増

す
る
。

　

金
融
機
関
等
は
過
去
の
教
訓
か
ら
、
な
り
す
ま
し
や
侵
入
を
避
け
る
た
め
、

顧
客
に
暗
証
番
号
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
時
々
変
更
す
る
よ
う
推
奨
し
て
き
た
。
し

か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
原
則
と
し
て
生
涯
変
更
を
予
定
し
て
い
な
い
。
番
号

で
統
合
さ
れ
た
個
人
情
報
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
さ
れ
、
番
号
を
入
り
口
に
し

て
す
べ
て
の
情
報
が
検
索
で
き
る
。
犯
罪
者
に
と
っ
て
個
人
番
号
は
玄
関
ド
ア

に
つ
る
し
て
あ
る
不
変
の
マ
ス
タ
ー
キ
ー
の
よ
う
に
魅
力
的
な
た
め
、
ほ
ぼ
確

実
に
闇
の
番
号
市
場
が
生
み
出
さ
れ
る
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
や
原
稿
料
な
ど
で
も
源
泉
徴
収
さ
れ
る
場
合
は
番
号
を
知
ら
せ

る
義
務
を
負
う
。
雇
用
主
や
業
務
を
受
託
し
た
民
間
事
業
者
も
個
人
番
号
を
把

握
す
る
た
め
、
番
号
が
地
下
市
場
に
出
回
る
機
会
は
多
い
。
現
政
権
の
姿
勢
と

力
量
で
は
個
人
情
報
の
漏
洩
・
改
竄
・
な
り
す
ま
し
を
防
止
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
、
回
復
不
能
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
。

　

　

　

安
倍
政
権
が
す
す
め
る
特
定
秘
密
保
護
法
や
戦
争
法
制
の
強
行
は
、
自
民
党

改
憲
案
に
い
う
「
国
民
は
公
の
秩
序
に
従
う
義
務
」
を
強
要
す
る
装
置
と
し
て

戦
前
の
政
治
警
察
（
旧
特
高
・
憲
兵
隊
）
を
桁
違
い
に
成
長
さ
せ
て
復
活
さ
せ

る
こ
と
で
し
か
裏
打
ち
で
き
な
い
。
個
人
番
号
・
団
体
番
号
は
個
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
の
団
体
を
国
家
管
理
す
る
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
う
る
。
番
号
に
よ
り
管

理
さ
れ
る
情
報
は
行
政
機
関
の
間
で
連
携
・
提
供
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
一
環
と
し
て
、
各
行
政
機
関
で
収
集
さ
れ
た
情
報
は
警
察
・
「
わ
が
軍
」
に

も
提
供
さ
れ
う
る
。
し
か
も
そ
の
提
供
や
利
用
は
特
定
秘
密
と
し
て
公
開
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
番
号
に
よ
る
市
民
・
団
体
の
国
家
管
理
、
干

渉
・
弾
圧
は
民
主
主
義
と
相
い
れ
な
い
。


